
大断面分割シールド工法の施工実績（その１） 
～原宿交差点立体工事における施工実績～ 
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１．工事概要  

 本事業は横浜市戸塚区原宿の国道１号と環状４号 

線の交差点部にて、国道１号をアンダーパスし、 
交通混雑の解消と円滑な交通の確保を目的とする． 

・工事名称：国道１号原宿交差点立体工事 

・施工場所：横浜市戸塚区原宿町地先 

・発注者 ：国土交通省 関東地方整備局   

     横浜国道事務所 

・施工者 ：大成建設株式会社 

・工 期 ：平成 18 年 3 月 18 日～ 

平成 21 年 3 月 31 日 

２．ハーモニカ工法の選定  

 工事区間延長 828ｍの内，アンダーパス部は 420ｍ 

で，アプローチ部とボックスカルバート部で構成され 

る．ボックスカルバート部の内，交差点直下の 73m の 

非開削区間で大断面分割シールド工法（ハーモニカ工 

法）を選定した．全体の平面縦断図を図-1 に示す．本

工法を選択した主な理由は以下のとおりである．  

① 非開削工法 交差点部の交通流を阻害し，工事

による２次渋滞を起こさない非開削工法とした.

低土被りで施工可能であり、少ない路面沈下で

施工できる. 

② 曲線施工 平面曲線と縦断曲線から成る，３次

元的な複合曲線に対応できる． 

③ 下り線暫定供用 早期渋滞緩和のため，上下車

線を分割施工でき，一部暫定供用が可能である. 

３．掘削断面及び線形の検討 

 非開削区間のコンクリート構造物と，ハーモニカ工法に

よる函体割付断面の関係を図-2 に示す．計画する交差点部の道路線形は，既存道路の道路中心で平面線形Ｒ

=320m と，計画するアンダーパスの縦断線形Ｒ=1000m を含めた 3 次元複合曲線からなる.函体の割付は，複合

曲線の施工精度を考慮し，ボックスカルバートを包括するサイズとした.また１台のハーモニカマシンを繰り

返し推進するため，同じサイズで 10 断面に分割した.図-2 のＢ１～Ｂ３・Ｕ１～Ｕ３の 6 函体を 1 次施工で

推進し，暫定開通させた後，残りＢ４～Ｕ５の 4函体を 2次施工で推進し，全線開通とする． 

 キーワード 大断面分割シールド工法，ハーモニカ工法，曲線，回転 

 連絡先   〒163-0606 東京都新宿区西新宿 1-25-1 大成建設株式会社 TEL03-3348-1111 
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図-1 平面図・縦断図 

図-2 断面図 
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曲線施工は，ハーモニカ工法の鋼殻を平面・縦断方向それぞれに対し画一的な台形構造（テーパー構造）とす

ることで複合的な曲線の施工を可能とした. 

４．施工実績 

 （１）施工実績 

① 掘削順序  

施工順は下段→上段・平面曲線の内側から外側へと施工し、施工順はＢ１→Ｂ２→Ｂ３→Ｕ１→Ｕ

２→Ｕ３で施工し，到達した立坑内でマシンを回転させ，往復するように推進を行った.マシンの

回転は立坑上に設けた吊桁から吊上げ，立坑内で回転を行った. 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

② 実施工程 

標準的な実績は，掘進速度は 10 ㎜/min～20 ㎜/min，8Ｒ/日で 1 鋼殻幅が 1.25ｍから 10ｍ/日の進

捗だった.推進の鏡切断発進から到達マシン押出しまで約 15 日であり，推進前後の準備を含め，１

函体の施工サイクルは約 30 日であった.マシンの回転は１回の回転に３日間で施工でき，工程短縮

に貢献した.支障物撤去による遅れもあったが，全体では計画した工程内での施工ができた. 

 （２）施工精度 

 各函体の施工精度 

      図-3.水平精度                  図-4.鉛直精度 

各函体の施工精度は、水平・垂直変位ともに管理基準値±50 ㎜内の精度で掘進できた.測量管理は自動測

量と手測量を併用し，先行函体の出来形と調整しながら線形管理し，基準値内での施工ができた. 

 

４．おわりに 

 ハーモニカ工法は着実に施工実績を重ね，現在 4例目となる．本工法は都市部などの技術的，物理的に厳し

い条件下でアンダーパスなどを構築する場合に最適な工法であり，今後も施工実績や計測結果を基に改良を重

ねてゆく予定である.また，続けて本工事で行われた推力計測結果について紹介させて頂く． 
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写真-1 吊り桁、吊り装置 写真-2 マシン回転状況 
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